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（
不
正
受
給
者
か
ら
の
費
用
の
徴
収
等
）

第
五
十
三
条
の
三

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
組
合
か
ら
短
期
給
付
を
受
け
た
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
組
合

は
、
そ
の
者
か
ら
、
そ
の
短
期
給
付
に
要
し
た
費
用
に
相
当
す
る
金
額
（
そ
の
短
期
給
付
が
療
養
の
給
付
で
あ
る

と
き
は
、
第
五
十
五
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
つ
た
一
部
負
担
金
（
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項

第
一
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
減
額
さ
れ
た
一
部
負
担
金
）
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
金
額
）
の

全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
診
療
に
従
事
す
る

保
険
医
（
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
医
を
い
う
。）又
は
健
康
保
険
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
主
治
の
医
師
が
組
合
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
診
断
書
に
虚
偽
の
記
載
を
し
た
た
め
、
そ
の
短
期
給
付
が
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
組
合
は
、
そ
の
保
険
医
又
は
主
治
の
医
師
に
対
し
、
短
期
給
付
を
受
け
た
者
と
連
帯
し
て

前
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
べ
き
金
額
を
納
付
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

組
合
は
、
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬
局
又
は
第
五
十
六
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
が
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
組
合
員
又
は
被
扶
養
者
の
療
養

に
関
す
る
費
用
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬
局
又
は
当
該
指
定
訪
問
看
護

事
業
者
に
対
し
、
そ
の
支
払
つ
た
額
に
つ
き
返
還
さ
せ
る
ほ
か
、
そ
の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て

得
た
額
を
納
付
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
損
害
賠
償
の
請
求
権
）

第
五
十
三
条
の
四

組
合
は
、
給
付
事
由
（
第
七
十
条
第
一
項
又
は
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
短
期
給
付
に
係
る

も
の
を
除
く
。）が
第
三
者
の
行
為
に
よ
つ
て
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
給
付
事
由
に
対
し
て
行
つ
た
短
期
給
付
の

価
額
の
限
度
で
、
短
期
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
（
当
該
給
付
事
由
が
組
合
員
の
被
扶
養
者
に
つ
い
て
生

じ
た
場
合
に
は
、
当
該
被
扶
養
者
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
第
三
者
に
対
し
て
有
す
る
損
害
賠
償
の
請

求
権
を
取
得
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
短
期
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
第
三
者
か
ら
同
一
の
事
由
に
つ
い
て
損
害

賠
償
を
受
け
た
と
き
は
、
組
合
は
、
そ
の
価
額
の
限
度
で
、
短
期
給
付
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
短
期
給
付
を
受
け
る
権
利
の
保
護
）

第
五
十
三
条
の
五

こ
の
法
律
に
基
づ
く
短
期
給
付
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押

さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
休
業
手
当
金
を
受
け
る
権
利
を
国
税
滞
納
処
分
（
そ
の
例
に
よ
る
処
分
を

含
む
。）に
よ
り
差
し
押
さ
え
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
公
課
の
禁
止
）

第
五
十
三
条
の
六

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
組
合
の
短
期
給
付
と
し
て
支
給
を
受
け
る
金
品
を
標
準
と
し
て
、
課

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
休
業
手
当
金
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
短
期
給
付
の
制
限
）

第
五
十
三
条
の
七

こ
の
法
律
に
よ
り
短
期
給
付
を
受
け
る
べ
き
者
が
、
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、又
は
故
意
に
、

病
気
、
負
傷
、
死
亡
若
し
く
は
災
害
又
は
こ
れ
ら
の
直
接
の
原
因
と
な
つ
た
事
故
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
は
、
そ

の
者
に
は
、
次
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
病
気
、
負
傷
、死
亡
又
は
災
害
に
係
る
短
期
給
付
は
、

行
わ
な
い
。

２

第
五
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
支
払
未
済
の
短
期
給
付
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
百
十
一
条
第
三
項

に
お
い
て
「
支
払
未
済
給
付
」
と
い
う
。）を
受
け
る
べ
き
者
が
組
合
員
、
組
合
員
で
あ
つ
た
者
又
は
支
払
未
済
給

付
を
受
け
る
者
を
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
又
は
故
意
に
死
亡
さ
せ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
は
、
当
該
支
払

未
済
給
付
は
、
行
わ
な
い
。
組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
死
亡
前
に
、
そ
の
者
の
死
亡
に
よ
つ
て
支
払
未

済
給
付
を
受
け
る
べ
き
者
を
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
又
は
故
意
に
死
亡
さ
せ
た
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す

る
。

３

こ
の
法
律
に
よ
り
短
期
給
付
を
受
け
る
べ
き
者
が
、
重
大
な
過
失
に
よ
り
、
又
は
正
当
な
理
由
が
な
く
て
療
養

に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
病
気
、
負
傷
若
し
く
は
死
亡
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
直
接
の
原
因

と
な
つ
た
事
故
を
生
じ
さ
せ
、
又
は
そ
の
病
気
の
程
度
を
増
進
さ
せ
、若
し
く
は
そ
の
回
復
を
妨
げ
た
場
合
に
は
、

そ
の
者
に
は
、
当
該
病
気
、
負
傷
又
は
死
亡
に
係
る
短
期
給
付
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
三
条
の
八

組
合
が
こ
の
法
律
に
基
づ
く
短
期
給
付
の
支
給
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
そ
の
支
給
に
係

る
者
に
つ
き
診
断
を
受
け
る
べ
き
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
係
る
当
該
短
期
給
付
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
地
方
の
組
合
」
を
「
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る

地
方
公
務
員
共
済
組
合
（
以
下
「
地
方
の
組
合
」
と
い
う
。）」
に
、「
私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
」
を
「
私
立
学
校
教

職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者（
以

下
「
私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
及
び
第
八
十
七
条
の
五
第
一
項
」
を
削
る
。

第
六
十
六
条
第
四
項
中
「
に
つ
い
て
障
害
共
済
年
金
」
を「
に
つ
い
て
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
障
害
厚
生
年
金
」

に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
障
害
共
済
年
金
」
を
「
障
害
厚
生
年
金
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
に
つ
い
て
障

害
一
時
金
」
を
「
に
つ
い
て
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
障
害
手
当
金
」
に
、「
当
該
障
害
一
時
金
」
を
「
当
該
障
害
手

当
金
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
、
こ
の
法
律
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
」
及

び「（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）」を
削
り
、「
国
民
年
金
法
に
よ
る
退
職
又
は
」
を
「
国
民
年
金
法
に
よ
る
」

に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
障
害
共
済
年
金
」
を
「
障
害
厚
生
年
金
」
に
、「
障
害
一
時
金
」
を
「
障
害
手
当
金
」に
、

「
年
金
保
険
者
」
を
「
年
金
支
給
実
施
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
年
金
保
険
者
」
を
「
年
金
支
給
実
施
機

関
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
弔
慰
金
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
遺
族
の
順
位
は
、
次
の
順
序
と
す
る
。

一

配
偶
者
及
び
子

二

父
母

三

孫

四

祖
父
母

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
父
母
に
つ
い
て
は
養
父
母
、
実
父
母
の
順
と
し
、
祖
父
母
に
つ
い
て
は
養
父
母
の
養

父
母
、
養
父
母
の
実
父
母
、
実
父
母
の
養
父
母
、
実
父
母
の
実
父
母
の
順
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
弔
慰
金
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
同
順
位
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、そ
の
弔
慰
金
は
、

そ
の
人
数
に
よ
つ
て
等
分
し
て
支
給
す
る
。

第
七
十
一
条
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
章
第
三
節
第
一
款
か
ら
第
六
款
ま
で
の
款
名
を
削
る
。

第
七
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条

こ
の
法
律
に
お
け
る
長
期
給
付
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
次
に
掲
げ
る
保
険

給
付
と
す
る
。

一

老
齢
厚
生
年
金

二

障
害
厚
生
年
金
及
び
障
害
手
当
金

三

遺
族
厚
生
年
金

２

長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
職
員
（
政
令
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。）に

は
適
用
し
な
い
。

一

任
命
に
つ
い
て
国
会
の
両
院
の
議
決
又
は
同
意
に
よ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
職
員

二

国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
国
会
議
員
が
そ
の
職
を
兼
ね
る

こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
職
に
あ
る
職
員

３

長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
組
合
員
が
そ
の
適
用
を
受
け
な
い
組
合
員
と
な
つ
た
と
き
は
、
長

期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
つ
た
日
の
前
日
に
退
職
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
七
十
二
条
の
二
か
ら
第
七
十
二
条
の
六
ま
で
を
削
る
。

第
七
十
三
条
か
ら
第
九
十
三
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
か
ら
第
九
十
三
条
ま
で

削
除

第
九
十
三
条
の
二
か
ら
第
九
十
三
条
の
十
七
ま
で
を
削
る
。
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